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　平成１３（２００１）年５月２４日～２５日、福岡の西南学
院大学にて標記セミナーに参加する機会を得た。セ
ミナー自体は（資料センター）相互の親睦
会的側面も大きいが、本稿ではそこでとりあげられ
たの公式ホームページの紹介もかねてセミナー
について報告する。
EDC：European Documentation Centreとは
　：	
	（欧州連合）の一部局である
	
	（欧州委員会）により設置された
欧州統合関係文献専門の資料センターで、全世界に
５００カ所 以 上 のと１００カ所 の：	

（寄託図書館）がある。への理解や研究
をすすめることを目的としており、ルクセンブルグ
にある欧州委員会出版局から、の官報、条約集、
年次・月例報告書、統計資料などの公式資料の
寄贈を受けている。日本国内にはである国立国
会図書館の他に名古屋大学・東京大学・早稲田大学
などの１９大学にが設けられており、関西大学
は国内で１０番目の昭和５８（１９８３）年に設立さ
れたものである。
EDCセミナーについて
　セミナーは駐日欧州委員会代表部の後援を
受けて毎年１回在日が輪番制で開催している
もので、駐日欧州委員会代表部による講演、各館の
活動報告、レファレンス事例、研究報告など、国内
の担当者が一堂に会しての情報交換の機会と
なっている。全での開催が前年２０００年の大阪
市立大学でちょうど１巡し、今回が初めての２巡目
となった。
第２２回EDCセミナー　プログラム
講演「	
	
」駐日欧州委員
会代表部広報部次長氏
講演「ヨーロッパ統合における法的諸問題」西
南学院大学法学部教授松隈潤氏
「トレーニングセミナー（ブリュッセル）の
報告」同志社大学・西南学院大学
「ヨーロッパサーバーについて」日本大学
研究報告「日・フレンドシップウィークイベ
ントの報告」慶応義塾大学
研究報告「各種　の内容と
利用法について」中央大学
各館の活動報告およびレファレンス事例の発表
　この内、とは、共にの公式ホームページ
についてであった。また恒例のレファレンス事例
もほとんどがインターネットでのデータベースの検
索に関することであった。
ヨーロッパ・サーバーとその主なリンク先
　ヨーロッパサーバー（公式ホームページ）（図
１）はに関する最新情報を提供し、また各機
関のへの入り口ともなるインターネット上
のポータルサイトである。最近リニューアルされて
データ量が増加し使いやすくなったとのことで、本
セミナーでその内容が紹介された。
　主な内容は別掲のとおりで非常に膨大で多岐にわ
たったものとなっている。また	
など
のように全文がみられる資料が含まれる一方、統計
などのように最新情報や概要しか提供されない資料
もある。そのため、効率的な検索をするには、求め
る資料がどこに入っているか、そのためにまずどこ
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図１：ヨーロッパ・サーバー（英語版）
http://europa.eu.int/index_en.htm
（２００２．５．１３）
からスタートするか、の判断が重要になってきてい
る。今回のセミナーのレファレンス事例でもそのノ
ウハウが多く取り上げられ、非常に勉強になった。
冊子体からdigital resources へ
　印刷された冊子体の	
がに配布さ
れなくなったことは印象深い出来事であった（２０００年３
月）。は、	
、	

などと共に最も基本的な資料とされてきたものであ
る。これからもその重要性はかわらないが、各
は今後（１９９８年から配布開始）とイン
ターネット上のホームページから情報を入手するこ
ととなった。（＊１）
　ただし、法的には印刷された	
が正
式なものとみなされるので、インターネットや
の情報を典拠とする場合には注意が必要であ
る。（＊２）
終わりに
　のデータベースは大部分が無料であり、居な
がらにして多くの資料を入手できる時代となっ
た。に来なくても主な情報は入手できるよう
になると、今後は情報入手のノウハウを利用者に指
導したり、検索の相談に乗ったりすることが
の仕事の大きな部分として求められることになろう。
　ネットワークによる情報の発信がますます充実し
ていく現在、こうした傾向は資料に限らず多く
の分野で顕著になってきている。情報入手のノウハ
ウを獲得しそれをみがいていくことが我々図書館員
に強く求められているのである。

ヨーロッパ・サーバーの主なメニュー
News
記者発表、行事予定、加盟交渉に関する情報など。
Activities
	、	
	のように、テーマ
別のページ。
Institutions…
：	
		

の図書館の所蔵目録。以外の発行所によ
るに関する資料も検索可能。
	、、を始めとする
各機関へのリンクとその概観。
The EU at a glance
に関する初歩的な事項、用語説明など。
Official documents
（図２）
の法令や法制定に関する情報の発信を目的
としたの。の官報である：
	
（１９９８年～）などの原文を入手可
能。
（１９９６年～）、	
（１９９７年～）な
どの原文にもアクセス可能。
Information sources
各種情報源へ。
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